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益田地域の現状と課題

【益田市】
人口 4.5万人（2020年時点）
面積 733km2
技術職員数 31人（2022年時
点）
【津和野町】
人口 0.7万人（2020年時点）
面積 307km2
技術職員数 3人（2022年時点）
【吉賀町】
人口 0.6万人（2020年時点）
面積 337km2
技術職員数 0人（2022年時点）

益田市、津和野町、吉賀町の益田地域においては、人口が６万人弱であり、
今後、５万人を割る見込みとなっております。
一方で、面積は1,377km2と大きく、インフラの維持管理が問題となって
います。

益田市における人口の推移
益田市単独では、2015年に４７，７１８人であったが、2030年には
４０，０００人を割る見込みとなっております。



益田市における就業者の推移
・益田市単独では、全産業の就業者数が減少しております。
・全国的にも同様で、建設業の就業者数も減少しています。
・さらには、就業者の高齢化も進んでおり、
将来への人材確保の不安があります。

地域全体の問題として、高齢化に伴い社会保障関連経費の割合が増加傾向
にあります。
また、老朽化するインフラ関連の経費も同様に増加すると、財源不足が予
想されます。
そこで、コスト抑制することが、インフラメンテナンスに求められていま
す。



全国的なインフラメンテナンス現状と課題

≪１０年間の取組みを踏まえた現状認識≫

平成２５年「社会資本メンテナンス元年」以降、メンテ
ナンスサイクルの確立／地方公共団体などに対する財政措
置／民間資格制度の創設など様々な取組みを実施

特に小規模な市区町村で人員や予算不足により、予防保全
への転換が不十分であるだけでなく、

事後保全段階の施設が依然として多数存在し、

それらの補修・修繕に着手できていない状態であり、

このまま放置すると重大な事故や致命的な損傷を引き起こ
すリスクが高まる。





≪これから（２０２２年  第２フェーズ）取り組むべき施策の方針≫

市区町村における財政面・体制面の課題を踏
まえ、個別施設のメンテナンスだけでなく、

発展させた考え方のもと、

インフラ施設の必要な機能・性能を維持し国
民・市民からの信頼を確保し続けた上で、

よりよい地域社会を創造していく必要がある。

予防保全の必要性
益田市における橋梁維持管理費
（５０年間）

事後保全型 ２７８億円

→ 予防保全型 １３９億円

（５割削減を目標としています。）

→ アセットマネジメント導入後
９７億円

（３割削減を目標としています。）



≪新たな取組みの展開≫

各地域の将来像に基づき、複数・広域・多分野のインフラを
「群」として捉え、総合的かつ多角的な視点から戦略的に地
域インフラをマネジメントすることが必要。

「地域インフラ群再生戦略マネジメント」を推進

メンテナンス市場の創出・自立化／ＤＸによる業務の標準
化・効率化

事業者及び市区町村がそれぞれ機能的、空間的及び時間的な
マネジメントの統合を図ることで、持続可能なインフラメン
テナスを実現
多様な主体による「総戦力」で実施体制の構築を図る。

「地域インフラ群再生戦略マネジメント」について



各地域 将来像 明確             手法 確立
将来的なメンテナンス事業費等の削減に寄与することを目的とし、益田市においてアセットマネジメ
ント検討委員会を設立し、高度なアセットマネジメントに取り組む。
あわせて、津和野町・吉賀町に展開をし、広域的な取り組みを確立する。

≪アセットマネジメント検討委員会≫

・公平・公正な判断により決定する
ために、専門家、有識者の意見を
集約し計画に反映。

・専門家による計画に対する意見集約を
実施。

・Ⅲ、Ⅳ判定（措置段階）の構造物への対策検討

劣化状況から補修工法を決定してきたが、劣化原因
の判別を実施し、補修工法の適正化を図り、工事費
の抑制に努める。

地域の将来像を明確にする。
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「包括的民間委託」について

整理にあたっては、「インフラメンテナンスにおける包括的民間委託導入の手
引き 令和５年３月」を参照しております。



包括的民間委託を実施する際には、技術の高度化により生産性の向上を図
りたいと考えております。
つきましては、「コンクリート診断士」等の有資格者の配置をお願いしま
す。


